
毒も‘－

12月5日、衆院厚労妻で水道法改正案採決に抗

議し委員長に詰め寄る野党委員。（提供／共同）
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海
外
で
ト
ラ
ブ
ル
続
出
の
「
民
営
化
」
を
、
な
ぜ
今
さ
ら
？

水
道
法
「
改
悪
」
舞
台
裏
の
利
権

先
の
臨
時
国
会
で
は
、
安
倍
政
権
が

採
決
を
強
行
し
た
改
正
出
入
国
管
理
法

の
陰
で
、
野
党
を
押
し
切
っ
て
強
引
に

成
立
さ
せ
た
法
律
が
ほ
か
に
も
あ
っ

た
。
自
治
体
の
水
道
事
業
運
営
権
を
民

間
に
売
却
で
き
る
よ
う
に
す
る
改
正
水

道
法
だ
。
海
外
で
は
水
道
の
民
営
化
を

巡
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
、
再
公
営

化
さ
れ
た
事
例
も
多
い
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
政
府
は
不
安
の
声
に
ま
と
も
に

向
き
合
っ
て
い
な
い
。

水
道
事
業
の
大
半
は
市
町
村
が
経
営

し
て
い
る
。
し
か
し
、
人
口
減
と
配
水

管
な
ど
の
老
朽
化
が
重
な
り
、
多
く
の

過
疎
地
で
は
水
道
存
続
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
全
国
平
均
の
水
道
料
（
月

額
3
2
2
7
円
）
は
3
0
年
で
3
割
ア
ッ

プ
、
水
道
管
も
1
5
％
が
法
定
耐
用
年
数

（
4
0
年
）
を
超
え
た
。
給
水
人
口
1
万

人
未
満
の
事
業
者
で
は
、
半
数
が
赤
字

と
な
っ
て
い
る
。

料
金
格
差
も
大
き
い
。
2
0
1
7
年

4
月
時
点
で
、
全
国
最
安
の
兵
庫
県
赤

穂
市
（
平
均
月
額
8
5
3
円
）
と
量
品

の
北
海
道
夕
張
市
（
同
6
8
4
1
円
）

で
は
8
倍
に
達
す
る
。
寒
冷
地
は
水
道

管
が
傷
む
の
も
早
い
。

国
が
課
題
解
決
策
と
し
て
打
っ
た
手

が
、
来
秋
の
施
行
を
目
指
す
水
道
法
改

正
だ
っ
た
。
柱
は
二
つ
で
、
一
つ
は
自

治
体
間
の
広
域
連
携
だ
。
水
道
事
業
の

統
合
・
広
域
化
に
向
け
、
都
道
府
県
が

市
町
村
協
議
会
の
設
置
を
で
き
る
よ
う

に
す
る
。
た
だ
し
広
域
化
に
関
し
て
は
、
浄
水

場
が
廃
止
さ
れ
る
自
治
体
の
反
発
な
ど

で
頓
挫
し
た
前
例
も
あ
る
。
北
海
道
の

あ
る
町
の
担
当
者
は
「
財
政
難
の
自
治

体
同
士
で
広
域
化
し
て
も
基
盤
強
化
に

な
ら
な
い
」
と
漏
ら
す
。

も
う
一
方
の
柱
が
「
官
民
連
携
」
。

自
治
体
が
設
備
の
所
有
権
を
持
っ
た
ま

ま
運
営
権
を
長
期
間
、
民
間
に
売
却
す

る
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
の
導
入
だ
。

「
す
さ
ま
じ
い
利
益
相
反
」
「
受
験
生
が

採
点
す
る
側
に
潜
り
込
ん
で
、
い
い
よ

う
に
自
分
の
答
案
を
採
点
す
る
よ
う
な

も
の
だ
」
。
日
月
2
9
日
の
参
院
厚
生
労

働
委
員
会
で
、
社
民
党
の
福
島
み
ず
ほ

氏
は
水
道
法
の
改
正
を
急
ぐ
政
府
に
強

く
抗
議
し
た
。

海
外
「
水
メ
ジ
ャ
ー
」
救
済
策
？

国
会
審
議
の
焦
点
は
、
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
方
式
の
是
非
だ
っ
た
＝
安
倍
政
権

は
1
3
年
に
閣
議
決
定
し
た
日
本
再
興
戦

略
で
公
共
部
門
の
民
間
開
放
拡
大
を
打

ち
出
し
、
同
方
式
を
進
め
て
き
た
。
お

得
意
の
成
長
戦
略
の
一
環
だ
《
）
と
こ
ろ

が
同
日
の
厚
労
委
で
福
島
氏
は
、
担
当

の
内
閣
府
民
間
資
金
等
活
用
事
業
推
進

室
が
、
仏
の
水
道
業
大
手
・
仏
ヴ
エ
オ

リ
ア
社
の
日
本
法
人
か
ら
出
向
職
員
を

受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
暴
露
し
た
（

同
方
式
推
進
を
主
導
し
て
き
た
菅
義
偉

官
房
長
官
は
「
（
出
向
職
員
に
は
）
国

家
公
務
員
の
服
務
規
律
を
遵
守
さ
せ
て

い
る
」
と
言
う
が
、
野
党
は
「
再
公
営

化
が
進
む
海
外
で
業
務
が
で
き
な
く
な

っ
た
水
メ
ジ
ャ
ー
（
大
企
業
）
を
救
済

す
る
仕
組
み
だ
」
と
反
発
し
て
い
る
。

実
際
、
海
外
で
は
水
道
民
営
化
を
巡

り
、
料
金
高
騰
や
水
質
悪
化
な
ど
の
混

乱
が
相
次
ぐ
。
南
ア
フ
リ
カ
で
は
汚
染

水
を
使
い
コ
レ
ラ
が
蔓
延
し
た
。
水
質

が
悪
化
し
た
米
ア
ト
ラ
ン
タ
で
は
、
4

年
で
公
営
に
戻
っ
た
。
厚
労
省
に
よ
る

と
、
民
営
化
さ
れ
た
あ
と
、
再
公
営
化

さ
れ
た
例
は
0
0
年
～
1
4
年
で
1
8
0
件

（
3
5
カ
国
）
。
そ
れ
な
の
に
同
省
は
、
3

倒
し
か
調
べ
て
い
な
か
っ
た
。

改
正
法
に
は
、
国
な
ど
が
事
業
計
画
、

料
金
設
定
を
審
査
す
る
許
可
制
、
自
治

体
の
監
視
体
制
を
確
認
す
る
仕
組
み
が

盛
り
込
ま
れ
た
。
厚
労
省
は
「
料
金
の

高
騰
や
供
給
の
不
安
定
化
は
起
こ
り
え

な
い
」
と
説
明
す
る
。
そ
れ
で
も
、
契

約
は
2
0
年
以
上
な
ど
長
期
と
な
る
。
そ

の
間
、
自
治
体
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
が
失
わ

れ
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
対
処
で
き

な
く
な
る
可
能
性
は
残
る
。
立
憲
民
主

党
は
「
水
質
維
持
と
安
定
供
給
と
い
う

公
共
性
を
担
保
さ
せ
る
対
策
が
ま
っ
た

く
な
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
表
的
な
事
例

が
関
西
空
港
だ
。
9
月
の
台
風
2
1
号
で

冠
水
し
、
約
8
0
0
0
人
の
利
用
者
や

職
員
が
一
時
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
。
水
道
事
業
に
関
し
て
も
、

災
害
時
に
給
水
車
の
派
遣
な
ど
が
民
間

企
業
に
で
き
る
の
か
、
と
い
っ
た
疑
問

は
尽
き
な
い
。

水
道
局
の
民
営
化
を
目
指
し
た
大
阪

市
で
は
昨
年
、
「
運
営
会
社
の
破
綻
時
に

代
替
企
業
が
な
い
」
と
し
て
、
条
例
案

が
廃
案
と
な
っ
た
。
「
官
民
連
携
」
に
つ

い
て
、
英
国
で
は
会
計
検
杏
院
が
割
高

と
の
調
査
結
果
を
公
表
し
、
財
務
相
が

m
月
末
、
「
今
後
新
規
事
業
は
実
施
し
な

い
」
と
表
明
し
て
い
る
。
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